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3 ある中学校の3年 1組の生徒2人について, 2学期に保健室を利用した回数を調べた。表1は ,

その結果をまとめたものである。

次のはヽ ②の問いに答えなさい。(3点 )

(D 利用した回数が 1回以上の人は,全体の何%か,答えなさい。
表 1

回数 (回 ) 人数 (人 )

0

1

2

3

4
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11
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０
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０

(2)次のア～オの中から,表 1か らわかることについて正しく述

べたものをすべて選び,記号で答えなさい。

ア 利用した回数の範囲は, 6回である。

イ 利用した回数の平均値は, 15回である。

ウ 利用した回数の最頻値は, 5回である。

工 利用した回数の中央値は, 25回である。

オ 利用した回数の最小l■Lは , 0回である。

4 ある中学校では,遠足のため,バスで,学校から休憩所を経て目的地まで行くことにした。学校

から目的地までの道のりは98 kmである。バスは,午前 8時に学校を出発 し,休憩所まで時速

60 kmで走った。休憩所で 20分間休憩した後,再びバスで,目 的地まで時速 40 kmで走つたところ,

目的地には午前 10時 15分に到着した。

このとき,学校から休憩所までの道のりと休憩所から目的地までの道のりは,それぞれ何 kmか。

方程式をつくり,計算の過程を書き,答えを求めなさい。(5点 )

-3-



―,一

・へヽゞ豪彎*豪マ普⑫oこ
`削
`,7⑦拗推01マ)■係中認V“・、γd享 0

°
7■72=I華日田¬y7●、ハマを9率予黎ψOψTワ撻以

ユユマ簿回T)●7韓,CIV 7`■ЭJCld窪リロ`♀マ⑦筆推ε●ヽ′
'0懸
甲,V専、′d耳 に)

やヽ
^ゞ
脅φ率

ユ譜旦⑫ JCId▽`宰マツヤJTOV7]d単(1)

(Vι)°へヽ♀をγ▽〕
'ヽ

鼎ヽ0(0～(つ⑦γ・

'ア

⑫コ

°%準
饉燿以ギ0単)。熙尋0享

`尋T00C割`ЭV7),簗⑫ llI121推毎`■鑑守卑V軍`ヨd享°夕,70‐孝VOTOaFツ議マ
呻,=0日 `γ準・9ヤ

'4“
普ユヽ羊

=,里
叫`0中ユ
“
6芋⊂V `uT'8=gO `Iu●フ=ЭV

“。06‐80Vア`)ヽへ嗜コWラ
=Or°
ツヤ)Wり三ツ■マ皿y●CI″OgV▽`11'下08国 g

´
ヽ
一
一
「

．
ｉ
．
．
．
．
１
１
■
■
１
１
１
１

ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨



6 図4において,①は関1数 ,‐干激2(0く″く1)のグラフであり,②は関数,‐ノのグラフで
ある。2点 A,Bは,放物線Э上の点であり,その

“
座標は|,それぞれ一

=2で
ある。点Bを通

リノ軸に平行な直線と旗惚総②との交点
―をCとする●

このとき,次の(1卜③の問いに答えなさい。(8点)
図 4

C)● 0変域が一I≦
=≦
oであるとき,関数

ッ=磁『のァの変域を,クを用いて表しなさい。

②点c‐を通り,傾‐きが,である直線の式を求
めなさい
=

③ り嵐Cから,軸に
'|い

た垂線の延長と放物線②との交点をDとする。直線郎 と夕軸と|の交点を

,とする。四角形IDAEcが台形をなるときの,″ 12値を求めなさャヽ 求める通程も書ぎなさい。
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